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朝
鮮
学
校
に
対
す
る
大
阪
府
補
助
金
停
止

問
題
の
経
緯

藤
永 

壯

　
「
無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
込
む
」。

　

朝
鮮
高
級
学
校
へ
の
「
無
償
化
」
実
施
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
態
度
は
、

こ
の
格
言
の
典
型
例
と
し
て
後
世
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
本
来
の

ル
ー
ル
に
則
れ
ば
、
当
然
す
み
や
か
に
支
給
さ
れ
る
は
ず
の
就
学
支
援
金

が
、
朝
鮮
高
級
学
校
に
対
し
て
の
み
、
政
治
的
理
由
か
ら
法
的
に
別
扱
い

さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
不
作
為
」
に
よ
っ
て
支
給
を
引
き
延
ば
す
、
行
政
の

公
然
た
る
「
い
じ
め
」「
嫌
が
ら
せ
」
が
続
い
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
政
府
の
「
い
じ
め
」「
嫌
が
ら
せ
」
以
上
に
悪
質
な
の
が
、
昨

年
（
二
〇
一
一
年
）、
突
如
と
し
て
大
阪
府
が
朝
鮮
高
級
学
校
へ
の
補
助
金

を
停
止
し
た
問
題
で
あ
る
。
大
阪
府
は
従
来
、
外
国
人
学
校
に
比
較
的
手

厚
い
補
助
を
行
っ
て
い
た
だ
け
に
、
朝
鮮
学
校
に
与
え
た
影
響
は
深
刻
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
阪
府
と
同
様
の
措
置
が
い
ま
、
東
京
都
を
は
じ

め
と
す
る
他
の
地
方
自
治
体
に
も
波
及
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
で
言
う
大
阪
府
の
補
助
金
と
は
、
主
に
「
大
阪
府
私
立
外
国
人

学
校
振
興
補
助
金
」（
以
下
、
振
興
補
助
金
）
を
指
し
て
い
る
。
大
阪
府

は
一
九
九
一
年
に
「
外
国
人
学
校
」
の
「
教
育
条
件
の
維
持
向
上
及
び

外
国
人
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
に
係
る
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
」（
振
興
補
助
金
交
付
要
綱
第
一
条
）
と
い
う
趣
旨
で
こ
の
制
度
を

創
設
し
、
朝
鮮
学
校
も
補
助
の
対
象
と
な
っ
た
。
当
初
、
生
徒
一
人

当
た
り
年
間
一
万
七
八
〇
〇
円
だ
っ
た
補
助
金
は
徐
々
に
増
額
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
度
に
七
万
七
〇
〇
〇
円
と
な
っ
た
後
、
二
〇
〇
八
年
度
以
降

は
六
万
九
三
〇
〇
円
に
減
額
さ
れ
た
（
公
立
学
校
児
童
・
生
徒
の
一
〇
分
の
一
、

私
立
学
校
の
三
分
の
一
程
度
の
助
成
額
に
相
当
）。
二
〇
〇
九
年
度
の
朝
鮮
初
・

中
・
高
級
学
校
一
〇
校
に
対
す
る
交
付
額
は
、
総
額
で
一
億
二
〇
九
九
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
〇
年
度
に
な
っ
て
橋
下
徹
大
阪
府

知
事
（
肩
書
き
は
当
時
。
以
下
、
同
様
）
は
朝
鮮
学
校
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る

四
要
件
（
後
述
）
を
交
付
条
件
と
し
て
一
方
的
に
提
示
し
、
大
阪
朝
鮮
高

級
学
校
（
以
下
、
大
阪
朝
高
）
は
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
理

由
で
、
補
助
金
交
付
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
大
阪
府
は
、
国
の
「
無
償
化
」
政
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
「
私

立
高
等
学
校
等
授
業
料
支
援
補
助
金
」
制
度
を
二
〇
一
〇
年
度
に
発
足

さ
せ
た
。
こ
の
制
度
は
私
立
高
校
生
徒
な
ど
の
保
護
者
に
対
し
、
年
収

三
五
〇
万
円
未
満
程
度
の
世
帯
に
つ
い
て
は
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
て
お
り
、
大
阪
朝
高
の
保
護
者
も
当
初

は
交
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
も
同
様
に
凍
結
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
以
下
、
こ

の
問
題
の
経
緯
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
る
。

橋
下
「
四
要
件
」
の
提
示

　

こ
と
の
発
端
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
中
井
洽
拉
致
問
題
担
当
相
が
、

朝
鮮
高
級
学
校
を
無
償
化
制
度
か
ら
除
外
す
る
よ
う
川
端
達
夫
文
部
科
学

相
に
は
た
ら
き
か
け
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
鳩
山
政
権
の
も
と
で
、
こ

の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
な
か
、
翌
二
〇
一
〇
年
の
三
月
、
橋
下
知
事
は
朝

鮮
学
校
に
対
す
る
大
阪
府
の
補
助
金
問
題
に
つ
い
て
言
及
を
は
じ
め
た
。

　

橋
下
知
事
は
三
月
二
日
、
高
校
無
償
化
問
題
に
つ
い
て
、
朝
鮮
総
聯
と

「
朝
鮮
学
校
の
関
係
を
確
認
し
て
、
府
民
が
納
得
で
き
な
い
よ
う
な
関
係

が
あ
る
の
な
ら
支
援
す
べ
き
で
な
い
」
と
述
べ
、
無
償
化
が
実
施
さ
れ
た

場
合
で
も
「
府
独
自
の
助
成
対
象
か
ら
朝
鮮
学
校
の
除
外
を
検
討
す
る
考

え
」
を
示
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
日
朝
刊
）。

翌
三
日
に
は
「
北
朝
鮮
と
い
う
国
と
暴
力
団
は
基
本
的
に
は
一
緒
」
と
し

て
、
近
く
自
ら
大
阪
朝
高
を
視
察
す
る
考
え
を
示
し
た
（
同
前
、
三
月
三
日

夕
刊
）。
さ
ら
に
橋
下
知
事
は
こ
の
日
「
北
朝
鮮
と
い
う
国
は
不
法
国
家
。

関
係
す
る
学
校
と
か
施
設
と
か
は
お
付
き
合
い
を
し
な
い
」
と
も
語
っ
て

い
る
（『
朝
日
新
聞
』
東
京
本
社
版
、
二
〇
一
〇
年
三
月
四
日
朝
刊
）。

　

橋
下
知
事
は
朝
鮮
学
校
視
察
直
前
の
三
月
一
〇
日
、「
教
室
に
不
法
な

国
家
の
リ
ー
ダ
ー
の
肖
像
画
を
掲
げ
て
い
る
学
校
で
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
な

い
」
と
述
べ
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
金
正
日
国
防
委
員
会
委
員

長
の
肖
像
画
が
教
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
意
向
を

初
め
て
示
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
、二
〇
一
〇
年
三
月
一
〇
日
夕
刊
）。

さ
ら
に
「
民
族
差
別
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
朝
鮮
民
族
が
悪
い
わ
け

で
は
な
い
。
北
朝
鮮
と
い
う
不
法
国
家
が
問
題
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
民
族
と

ナ
チ
ス
の
関
係
と
同
じ
だ
」
と
も
主
張
し
た
（『
産
経
新
聞
』
大
阪
本
社
版
、

二
〇
一
〇
年
三
月
一
〇
日
夕
刊
）。

　

こ
う
し
て
三
月
一
二
日
、
橋
下
知
事
は
大
阪
朝
高
と
生
野
朝
鮮
初
級
学

校
を
視
察
し
、
府
独
自
の
補
助
金
を
出
す
条
件
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
四
要

件
を
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
準
じ
た
教

育
活
動
を
行
う
こ
と
、
②
学
校
の
財
務
情
報
を
一
般
公
開
す
る
こ
と
、
③

特
定
の
政
治
団
体
と
一
線
を
画
す
こ
と
、
④
特
定
の
政
治
指
導
者
の
肖
像

画
を
教
室
か
ら
外
す
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
知
事
は
専

門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
を
設
置
し
、
朝
鮮
学

校
で
使
用
さ
れ
る
記
述
内
容
な
ど
を
確
認
す
る
方
針
を
示
し
た
（
同
前
、

三
月
一
三
日
朝
刊
）。

　

一
方
、
四
月
一
日
に
い
わ
ゆ
る
「
高
校
無
償
化
」
法
が
施
行
さ
れ
、
文

部
科
学
省
令
と
し
て
そ
の
施
行
規
則
も
公
布
、
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で

は
大
学
受
験
資
格
の
認
定
基
準
が
援
用
さ
れ
、
大
阪
を
は
じ
め
全
国
の
朝

鮮
高
級
学
校
は
当
面
、
適
用
除
外
と
さ
れ
た
。
一
一
月
五
日
に
高
木
義
明

文
部
科
学
相
が
「
教
育
内
容
で
は
な
く
授
業
時
間
数
や
施
設
面
積
な
ど
で

判
断
」
す
る
と
い
う
無
償
化
適
用
基
準
を
公
表
し
た
も
の
の
、
二
三
日
に

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
韓
国
の
大
延
坪
島
を
砲
撃
し
た
こ
と
を
受

け
、
翌
二
四
日
に
菅
直
人
首
相
は
再
び
朝
鮮
学
校
を
当
面
、
適
用
対
象
外

と
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
半
を
経
過
し
た
二
〇
一
二
年

三
月
中
旬
現
在
、
朝
鮮
高
級
学
校
生
徒
は
い
ま
だ
無
償
化
の
対
象
外
と
さ
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れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
大
阪
府
が
二
〇
一
〇
年
五
月
に
設
置
し
た
専
門
家
部
会
は
、
六
月

三
日
と
九
日
に
大
阪
朝
高
を
視
察
し
た
う
え
で
、
九
月
二
二
日
、
橋
下
知

事
に
一
六
項
目
か
ら
な
る
「
大
阪
朝
鮮
高
級
学
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る

提
言
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
①
特
定
の
政
治
指
導
者
に
対
す
る

敬
称
の
使
用
は
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
、
②
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

「
現
代
朝
鮮
史
」
は
「
教
科
」
で
は
な
く
「
特
別
活
動
」
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
異
な
る
見
解
の
あ
る
歴
史
的
事
象
に
つ
い
て

は
両
論
を
教
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
③
学
習
指
導
要
領
と
の
対
比
か
ら

「
家
庭
科
」
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
開
設
す
べ
き
で
あ
る
、
④

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
独
立
性
）
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
財
務
情
報

公
開
な
ど
の
透
明
化
を
図
り
、
政
治
的
中
立
性
を
遵
守
し
た
学
校
運
営
に

努
め
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
文
部
科
学
省
の
専
門
家
会

議
が
、
教
育
内
容
を
無
償
化
適
用
の
判
断
材
料
と
し
な
い
方
針
を
提
言
し

て
い
た
の
に
対
し
、
大
阪
府
の
専
門
家
部
会
は
教
育
内
容
に
ま
で
踏
み
込

ん
だ
「
提
言
」
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
提
言
」
は
、
橋

下
知
事
が
示
し
た
四
要
件
を
追
認
し
た
う
え
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
提

示
す
る
機
能
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
大
阪
府
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
、
大

阪
の
朝
鮮
初
・
中
・
高
級
学
校
の
運
営
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
大
阪
朝

鮮
学
園
に
手
渡
し
、
橋
下
知
事
は
「
す
べ
て
改
善
し
て
も
ら
う
」
こ
と

を
補
助
金
支
給
の
条
件
と
し
た
の
で
あ
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
版
、

二
〇
一
〇
年
九
月
二
三
日
）。
大
阪
朝
鮮
学
園
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い

内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
学
園
側
は
そ
の
後
、
無
償
化
適
用
と
大
阪
府
補
助

金
の
継
続
を
め
ざ
し
、
府
当
局
と
四
要
件
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
協
議
を
重

ね
た
と
い
う
。

補
助
金
停
止
と
新
た
な
ハ
ー
ド
ル

　

こ
う
し
て
二
〇
一
〇
年
度
が
終
わ
り
に
近
づ
く
な
か
、
明
く
る

二
〇
一
一
年
の
三
月
八
日
に
、
大
阪
朝
鮮
学
園
は
四
要
件
に
対
す
る
回
答

書
を
大
阪
府
に
提
出
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、
①
朝
鮮
総
聯
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
団
体
や
同
胞
た
ち
の
支
援
を
受
け
る
が
、
朝
鮮
学
園
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
は
保
障
す
る
、
②
肖
像
画
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
の
心
情
に
係
わ
る
、

わ
れ
わ
れ
自
身
が
結
論
を
出
す
問
題
で
あ
り
、
現
在
高
級
学
校
に
は
肖
像

画
が
あ
る
も
の
の
初
・
中
級
学
校
に
は
な
い
、
③
見
解
が
違
う
問
題
に
つ

い
て
は
日
本
の
参
考
図
書
を
活
用
し
、
両
論
を
併
記
す
る
、
④
学
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
財
務
状
況
を
公
開
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
よ
り
活
発
に

行
っ
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
橋
下
知
事
は
、
学
園
側
が
大
阪
朝
高
の
肖
像
画
を
外
す
と

い
う
決
断
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
教
科
書
の
記
述
に
つ
い
て
「
編

集
委
員
会
に
意
見
を
述
べ
る
」
と
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
点
を
問
題
視

し
、
大
阪
朝
高
に
は
補
助
金
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
た
（『
朝
日
新
聞
』

大
阪
本
社
版
、二
〇
一
一
年
三
月
三
日
）。
一
方
で
、大
阪
朝
鮮
学
園
に
よ
る「
ガ

バ
ナ
ン
ス
向
上
に
向
け
た
基
本
方
針
」
策
定
を
条
件
に
、
教
室
に
肖
像
画

の
な
い
初
・
中
級
学
校
に
対
し
て
は
、
補
助
金
を
交
付
す
る
方
針
を
示
し

た
。
こ
う
し
て
三
月
二
三
日
、大
阪
朝
鮮
学
園
が
大
阪
府
に
「
基
本
方
針
」

を
提
出
す
る
と
、
府
は
初
・
中
級
学
校
は
四
要
件
を
満
た
し
た
と
し
て
補

助
金
支
給
を
正
式
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
、橋
下
知
事
は
、

次
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
）
に
つ
い
て
も
補
助
金
を
支
給
す
る
予
定
で
あ
り
、

九
月
定
例
府
議
会
の
本
会
議
で
補
正
予
算
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て

い
た
。

　

と
こ
ろ
が
四
月
一
〇
日
の
統
一
地
方
選
挙
の
結
果
、
橋
下
知
事
を
代
表

と
す
る
「
大
阪
維
新
の
会
」
が
大
阪
府
議
会
選
挙
で
過
半
数
の
議
席
を
獲

得
す
る
と
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
る
。

　

大
阪
府
議
会
で
の
補
正
予
算
の
審
議
に
先
立
ち
、
府
議
会
教
育
常
任
委

員
一
四
名
全
員
（
う
ち
七
名
が
「
大
阪
維
新
の
会
」）
が
一
〇
月
六
日
に
生
野

朝
鮮
初
級
学
校
を
視
察
し
、
同
月
一
一
、一
三
、一
七
日
の
教
育
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
担
当
部
局
の
府
民
文
化
部
私
学
・
大
学
課
と
橋
下
知
事
に

対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
大
阪
維
新
の
会
」
な
ど
に

所
属
す
る
一
部
議
員
が
、
肖
像
画
に
つ
い
て
は
教
室
だ
け
で
な
く
職
員
室

（
学
校
全
体
）
か
ら
外
す
べ
き
で
あ
る
、
教
室
に
「
独
島
」「
東
海
」
と
示

さ
れ
た
地
図
（
朝
鮮
語
版
）
が
あ
る
の
は
問
題
で
、
日
本
の
見
解
に
沿
っ

て
「
竹
島
」「
日
本
海
」
と
教
育
す
る
べ
き
だ
、
拉
致
被
害
者
が
全
員
帰

る
ま
で
は
補
助
金
を
交
付
す
べ
き
で
は
な
い
、
な
ど
と
主
張
し
、
初
・
中

級
学
校
へ
の
補
助
金
支
給
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
橋
下
知
事
は
、
肖
像

画
問
題
は
「
大
阪
府
庁
と
し
て
、
朝
鮮
学
校
と
向
き
合
っ
て
一
年
近
く
議

論
を
積
み
重
ね
た
上
で
の
こ
の
条
件
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
が
甘
い
と
い

う
の
は
僕
の
責
任
に
な
る
」
と
し
つ
つ
「
議
会
か
ら
の
御
指
摘
に
従
っ

て
学
校
側
に
そ
の
旨
を
伝
え
て
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
た
（「
二
〇
一
一
年
九
月
定
例
会
教
育
常
任
委
員
会　

一
〇
月
一
七
日　

〇
三

号
」
大
阪
府
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ムhttp://w

w
w
.pref.osaka.jp/gikai/discuss/

fram
ebase_osk_etu.htm

l

）。

　

こ
う
し
て
大
阪
府
議
会
で
、
補
助
金
支
給
に
関
わ
る
新
た
な
条
件
の
設

定
が
議
論
さ
れ
は
じ
め
る
な
か
、
橋
下
知
事
は
大
阪
市
長
選
に
出
馬
す
る

た
め
辞
任
し
、
一
一
月
二
七
日
に
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
の
ダ
ブ
ル
選

挙
が
実
施
さ
れ
た
。
橋
下
は
大
阪
市
長
に
当
選
し
、
橋
下
の
後
任
の
大
阪

府
知
事
に
は
同
じ
「
大
阪
維
新
の
会
」
の
松
井
一
郎
が
当
選
し
た
。

　

松
井
新
知
事
の
も
と
で
再
開
さ
れ
た
大
阪
府
議
会
で
、「
大
阪
維
新
の

会
」
の
一
部
議
員
ら
は
執
拗
に
、
朝
鮮
初
・
中
級
学
校
で
職
員
室
に
肖
像

画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
攻
撃
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
一
二

月
二
一
日
の
府
議
会
本
会
議
は
、
職
員
室
に
肖
像
画
が
な
か
っ
た
初
級
学

校
一
校
の
み
に
補
助
金
を
交
付
し
、
他
の
初
・
中
級
学
校
八
校
に
対
す
る

補
助
金
は
カ
ッ
ト
す
る
補
正
予
算
案
を
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
府

議
会
は
、
①
補
助
金
を
執
行
す
る
際
は
、
四
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
再
度
調
査
す
る
こ
と
、
②
四
要
件
の
さ
ら
な
る
厳
格
な
実
態
調
査

を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
、
③
四
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
は
、
補
助
金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
、
な
ど
の
附
帯
決
議
を
可
決

し
た
。
そ
し
て
大
阪
府
は
明
け
て
二
〇
一
二
年
二
月
二
〇
日
、
補
助
金
交

付
要
綱
の
「
改
正
」
を
大
阪
朝
鮮
学
園
な
ど
の
外
国
人
学
校
に
通
知
し
た
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が
、
そ
れ
は
橋
下
前
知
事
が
示
し
た
四
要
件
を
要
綱
に
明
文
化
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
肖
像
画
に
つ
い
て
は
「
職
員
室
を
含
む
教
室
か

ら
外
す
こ
と
」
と
、
府
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
「
教
室
」
の
解
釈
を

拡
大
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

補
助
金
復
活
を
求
め
て

　

こ
の
よ
う
な
逆
境
の
な
か
、
大
阪
で
は
弁
護
士
、
府
内
の
朝
鮮
学
校
を

支
え
る
会
、
朝
鮮
学
校
関
係
者
の
三
者
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
七
月
か
ら

無
償
化
問
題
に
つ
い
て
国
の
提
訴
を
視
野
に
入
れ
た
勉
強
会
が
始
ま
っ
て

い
た
。
そ
し
て
こ
の
三
者
で「
朝
鮮
高
級
学
校
無
償
化
を
求
め
る
連
絡
会
・

大
阪
」
を
結
成
し
、
裁
判
支
援
を
は
じ
め
、
無
償
化
適
用
、
大
阪
府
補
助

金
回
復
の
た
め
の
幅
広
い
運
動
を
展
開
す
る
方
針
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
二
〇
一
二
年
三
月
一
日
に
「
無
償
化
連
絡
会
・
大
阪
」
の
結
成
集
会

が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
無
償
化
連
絡
会
・
大
阪
」
は
結
成
集
会
で
採
択
さ
れ
た
要
請
書
を
三

月
八
日
に
大
阪
府
に
提
出
し
た
が
、
そ
の
翌
日
の
三
月
九
日
、
大
阪
朝
鮮

学
園
は
初
・
中
級
学
校
職
員
室
の
肖
像
画
を
降
ろ
し
、
八
校
分
の
補
助
金

を
府
に
申
請
し
た
（
一
校
は
生
徒
数
が
補
助
対
象
基
準
に
達
し
て
い
な
い
た
め

申
請
で
き
ず
）。
こ
れ
を
受
け
て
松
井
知
事
は
一
二
日
、
二
〇
一
一
年
度
の

補
助
金
と
し
て
、七
校
分
約
七
三
〇
〇
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
案
を
、

開
会
中
の
府
議
会
に
提
案
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
補
助
金

交
付
を
阻
止
し
た
い
政
治
勢
力
は
、
朝
鮮
総
聯
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
朝
鮮

学
校
は
「
朝
鮮
総
聯
の
指
導
の
も
と
で
運
営
」
と
明
記
し
て
い
る
な
ど
の

理
由
を
持
ち
出
し
て
反
対
し
て
お
り
、
補
助
金
交
付
の
実
現
は
い
ま
な
お

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

一
部
の
政
治
勢
力
は
「
拉
致
問
題
」
を
盾
に
、
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
差

別
を
正
当
化
す
る
宣
伝
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
と
の
本
質
は
、

と
も
す
れ
ば
蹂
躙
さ
れ
が
ち
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
民
族
教
育
権
を
保
障
す

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
く
に
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
民
族
教
育
は
、

過
去
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
日

本
の
行
政
当
局
が
積
極
的
に
振
興
す
べ
き
課
題
な
の
で
あ
る
。

　

日
朝
の
外
交
関
係
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
民
族
教
育
の
維

持
、
発
展
を
保
障
す
る
教
育
行
政
の
気
概
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、
と
き
の
政
治
権
力
が
教
育
内
容
に
干
渉
す
る
前
例
を

つ
く
る
な
ら
ば
、
問
題
は
朝
鮮
学
校
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
危
険
性
が
あ

る
こ
と
を
、
大
阪
府
お
よ
び
日
本
社
会
に
住
む
す
べ
て
の
構
成
員
が
認
識

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
朝
鮮
学
校
の
無
償
化
実

現
、
補
助
金
復
活
を
求
め
る
運
動
は
、
日
本
社
会
の
人
権
と
民
主
主
義
を

護
る
た
め
に
も
、
決
し
て
退
く
こ
と
の
で
き
な
い
闘
い
な
の
で
あ
る
。

*

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、文
中
で
紹
介
し
た
文
献
の
ほ
か
、「
無
償
化
連
絡
会
・

大
阪
」
結
成
集
会
で
の
配
付
資
料
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

﹇
三
月
一
七
日
脱
稿
﹈

﹇
藤
永
壯
（
ふ
じ
な
が
た
け
し
）
大
阪
産
業
大
学
人
間
環
境
学
部
教
授
。
朝
鮮
近

現
代
史
﹈


